
振り返りを書くことで
自分の学びをメタ認知
する。その日の続きや
気持ちを記入すること
で、いつでも続きがで
きる環境を整える。

D-STEP４ E-STEP４

大阪府情報活用能力ステップシートの関連項目

取組み内容：振り返りから始まる主体的な学び令和８年度 スクール・エンパワーメント推進事業
情報活用能力をはぐくむモデル校 大東市立南郷中学校

《つけたい力》

本時の振り返りを通
して自身の理解度（学習
状況）を評価し、次に挑
戦すべき課題を自ら選択
して、自己調整しながら
自学自習に取り組むこと
ができる。

《ねらい》

授業で学んだ内容に継続
して取り組むことで、学力
の定着が期待できる。しか
し、生徒の中には、授業が
単発的でつながりがないと
いう印象をもってしまうと
いう課題がある。そこで、
授業と家庭学習とを結び付
けるための仕掛けとして、
振り返りに重点を置くこと
とした。

《指導の流れ》授業の最後に振り返りを書く。
まとめシートに授業のポイントをまとめる。

○ 振り返りシート
授業での自分の学びや学習のつ
づきを具体的に記録することで、
家庭学習へつなげる。

○ まとめシート
授業のポイントを自分なりにまとめる。

《教員の関わり》「価値づけ（きっかけづくり）」

授業と家庭学習がつながるように課題を授業の時間に
させたり見せたりすることで、全体のイメージを持たせ、
「これぐらいならやろう」と思わせるようなきっかけを
つくる。

《生徒の変容》

・ 意図をもって振り返りやまとめシートを書く
生徒が増えた。

・ 振り返りを細かく分けることで、さらに詳細
に振り返りを書くようになった。

ルーブリック評価を取り入れることで、
生徒はねらいを持ってまとめている

授業者は設定した目標
の核となる部分をテー
マとする。生徒はルー
ブリック評価に基づい
てまとめる。（アウト

プットする。）
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